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【本領域の目的】 
 本領域は、ヒトが人生という長期的生活行動をど

のように自ら選択し、個人のウェルビーイングを発

展させるかという問題を、思春期から形成される主

体価値に注目して理解する新分野の創出を目指す。 

 思春期は霊長類と比べてヒトで際立って長く、大

脳新皮質の成熟の最終段階である。同時に、児童期

までの親子関係から、仲間とのより多様な経験で結

ばれた社会関係へと発展する決定的な時期である。

そこでの豊かな経験を通じて、実生活のなかでの行

動を選択する駆動因である価値は内在化・個別化さ

れ、主体価値として形成されていく。主体価値は長

期的生活行動を自らが主体的に選択する動因であり、

人間のウェルビーイングの源といえる。 

 本領域は学際研究により主体価値の形成過程と脳

基盤を解明し、その充実・発展に向けた思春期から

の方策提起を目標とする。 

 

【本領域の内容】 

 A01では、主体価値の脳基盤を解明する。価値の主

体化について、価値記憶と実際の行動のコンフリク

トをメタ認知・内言語という自己制御により調整す

る過程とモデル化して研究を進める。 
 B01では、脳が対人関係をともなう日常生活という

リアルワールドに働きかけながら、脳、主体価値、

生活行動習慣のスパイラルを回して、主体価値を更

新していく動態を明らかにする。 
 C01では、人生という時間軸に沿って、主体価値が

どのように思春期に形成され、それがその後の人生

にどのような長期的な影響をもたらすのかを、主に

東京ティーンコホート研究から明らかにしていく。 
 D01では、健康から障がいまで様々な思春期集団

を対象として、自然言語分析や質的心理学的な分析

を通じて、主体価値の構成概念をより統合的にとら

え、評価する手法を開発する。それにもとづき、主

体価値を発展させウェルビーイングを目指すための

心理介入研究を行い、具体的な行動指針を得る。 
 

【期待される成果と意義】 
 本領域は、思春期、主体価値を鍵概念とした、分

野横断的な「人はどう生きるかの科学」を創出する

ものである。そのためにPopulation neuroscienceと
いう新たな総合人間科学を創出することを通じて、

教育・施策に科学的な提言や具体的な指針を提供す

る。本領域は、環境に能動的に働きかける脳機能の

本質に迫る「行動脳」ステージへ脳科学を導く。 

図1 領域の体制図 

【キーワード】 
思春期：おおむね第二次性徴が始まる頃から、前頭

前野を含む大脳新皮質機能が成熟を遂げるまでの

10-20歳くらいを指す。 
主体価値：ウェルビーイングを求めて長期的な（た

とえば年単位の）生活行動をその人らしく能動的に

選びとっていく個体内駆動因。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 
  1,112,800 千円 
 

【ホームページ等】 
http://value.umin.jp 
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